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1．はじめに
　小論は，筆者ら年来のテーマであるロシア標準語成立萌芽期研究の一環で
あるω。近年発見されたいわゆる『ヴァチカン・パリンプセスト・キリル・
アプラコス』（2）（Vatican　palimpsest　cyrillic　lectionary．以下，　VPと略称
する）につき，その後半部分をなすmenologionをここでは実際に読んで
みる。これによりVPのmenologionの構成を確認し，ひいてはVPの特質
の一端をうかがいたい。又一方で，同じアプラコスであるロシアの『オスト
ロミール福音書』（1056－59年成立。以下，Ostrと略称する）との大まかな
対比へとつなげたい。アプラコスの前半部分であるsynaxarionからではな
く，menologionからVPの研究を開始したのは，概してmenologion研究
が遅れているからという理由からである。又，本稿は初めMarcello
Garzanitiの所論〈Die　Struktur　des　Ostromir－Evangeliums＞（参考文献
C4を見よ）に触発され，ついでEkaterina　Dogramad2ievaによるスラヴ
写本におけるmenologionに関する体系的研究（参考文献C5）に刺激され
て書かれた。
　小論の底本は次の書である。
　　TpeHgaOIHn　KpscTaHoB，　AHHa－Mapufl　ToToMaHoBa，　HBaH　II［06peB，　BaTHKaHoKo
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　eBaHrellHe：CTapo6bnrapcKm（HpHllcl（H　anpaKoc　oT　X　B・BnaJIHMncecTeH　Ko八eKc，
　Vat．　Gr．2502（Evangile　de　Vatican：Evang61iare　palξobulgare　cyrillique　du　Xe
　si6cle　dans　le　codex　palimpseste，　Vat．　Gr．2502），CoΦ朋，　CHBAJI，1996．
残念なことに，VPの全貌は現在唯一この刊本に依るしかない。パリンプセ
ストというVP原資料の性質上，テクストの活字化は大まかに2種の大きさ
の文字をもってなされ，明らかに読める文字は普通大で，推定を含むものを
小の文字で印刷するという方式をとっている。さらに文字があるらしいこと
は〈＿〉で示し，全く読めない個所は空白となっている。校訂注も極あて少
ない。しかも本書には写真の掲載が全くない（3）。以下では底本をVPと略称
し記述を進める。
　VP原本につき文献学的概要をBirnbaum－Schaeken，1999（参考文献C3
を見よ）に依拠して述べると，次のようであるω。
　1）　使用文字，分量：キリル文字，93葉
　2）所蔵個所，写本番号：ヴァチカン図書館，Cod．　gr，2502
　3）　内容：脱落を有するアプラコス
　4）発見経過：1982年，T．　KpscTaHoBによりヴァチカン図書館ギリシア
　　語写本目録より発見。
　5）　成立時期，場所：10世紀あるいは10世紀後半。異説として11世紀
　　初め。東ブルガリア。
　6）　言語：古代教会スラヴ語古典期に属する。
VP原本のキリル文字によるテクストは，12－13世紀成立の140葉からなる
ギリシア文字テクストの下に存在するという。前者93葉は6割強という残
存率である。5）につき，最新刊の『古代ブルガリア語辞典』（参考文献B2）
も〈10世紀前半〉成立の立場をとる。一方，Lunt，2001（参考文献C2）は，
1）につき96葉とし，5）については1040年代成立，場所は恐らくマケドニア，
とする。さらに，言語は保守的だが，十分の改新も含むと言及する。おおむ
ね以上であるが，VP原本は古代教会スラヴ語（以下，　OCSと略称）のいわ
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ゆるカノン・テクストに含めるべき資料であるという点において，諸学者の
一致をみるようである。
2．VPのmenologion
　VPはアプラコスであり，　synaxarionとmenologionの2部より構成さ
れる。今，synaxarionとmenologionの何たるかは他書に譲る。　VPの
menologionは刊本においてpp．139～210にわたり活字化されている。た
だし，menologionは正確にはp．169までであり，それ以下はいわゆる〈12
の福音〉が書かれている（5）。本稿ではこの部分も便宜上とり扱う。
　上記底本によりVPのmenologionを読んでゆく。ここでほ，残存テク
ストが具体的に，どの月・日をたて，祝祭対象を何とし，そのペリコペーが
実際どのverseであるかを知ることにもっぱら関心を向ける。これらは各
写本間・成立場所の相違によりmenologionの構成内容に異なりを有する
からである。従って，次の方法で記述する。
　1）通し番号をふって，出現順にテクストから知れる日付けと出現個所を
　　第1に掲げる。後者は底本でのテクスト番号と行を（）内に示す。筆
　　者の説明文中にあってはテクスト番号は〈No　1＞のようにNoを付す。
　　ギリシア語写本の原葉番号と区別するためである。
　2）次にイ）としていわゆるカレンダー部分を引用し，遂語訳を与える。
　　（引用の仕方は4）を見よ。）ここには通常，日付け・祝祭対象・読諦個
　　所が示されるが，脱落も多い。
　3）　カレンダー部分に続く記事は，ロ）として，Incipitの型と読諦個所
　　（ペリコペー）の実際を現行聖句番号によって示す。後者は実際残存し
　　ているverseをあらわすから，時にDogramad2ievaの記載と異なる場
　　合があることに注意されたい。
　　　Inipitの型は次の通り（6）。
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　　Inc　I：B［E，　ONO　BP’BMA
　　Inc　H：PCqC　Fb　CBOmML　OYqCNHKOMb
　　Inc皿：PCqC　Pb　Kl）nP皿lb月5111HHML　K5　NCMOY　MIOnCOM5
　　1nc　IV：PCqC　rB　Kb　B7bPOBABb皿HHM「b　Klb　NC廻Oy　HIOπCOML
　　Inc　V：pcqc　rB
　　Inc　VI：PCqC　rB　nPHTLq吊CHIf五
　以上からはずれる場合はそのまま引用する。
4）　底本からの引用は，底本での文字の大・小の使い分け（上述）を便宜
　上無視して，これを行なう。上書きによる略字は当該位置に（）を付
　して引用する。jersの不明は▼で，　roc　MaHblPtのヴァリアントの不明は
　▲で代替する（底本では両者を特殊な記号で表示するが，分かり難い）。
　〈＿〉は底本のままである。〈。〉も同様である。
5）　各項末に必要ある場合，説明を付す。その際次の略号を用いる。OCS
　の写本，福音書名の略号は慣例に従う。
　　AmNo：アンモニオスの節区分番号（7）
　　Gar：M．　Garzaniti上掲所論
　　Dog：E．　Dogramad2ieva上掲研究書
3．VPのmenologionの実態
　上記の方針に従って，VPのMenologionの実態を記述すると次のようで
ある。
　1）～81）がmenologionであり，82）はいわゆる〈12の福音〉である。
1）　9月1日（116．8～117．5）
　イ）M（C）UA　CCnTABPA　A。CBA（r）窃∬Oy（K）F”A（B）MI／nA（T）
　　　CTArO　CCMCONA［9月1日。ルカによる福音第18節。聖なるシュ
　　　メオンの記念。］
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　　ロ）　Inc　I，　L4．16，20－22
1．5，6には章飾りがあると注する。Menologionの始まりを示すものであろ
う。n1以下は不読。ペリコペー中のL4．16後半から同20の前半迄ここに
書かれていたものとみられる。なおVP刊本に示す＜Lc　4：16，25＞の〈25＞
は誤りで削除すべきである。
2）　9月［1日］（117．6～118．8）
　イ）　MHA　TO（r）nA（M）CTArO　CVMCONA／CBANrC∬HC冨MA（6）
　　　rJIA（B）KF［同じ月の［同じ日］。聖なるシュメオンの記念。マタ
　　　イによる福音第23節。］
　　ロ）　Inc　I，　Mt4．25，5．1－12
3）　9月2日（118．　8・y　12）
　イ）M（C）HA　TO（r）Bb　B　HA（M）／CTArO．．．mA。CCHTABPA｝．．．
　　　MA－／MANTA。CBANrCJImC冨HOANA　rJIA（B）PAB［同じ月
　　　の2日に。聖なる…の記念。9月の［同じ日］。…ママントスの［記
　　　念］。ヨハネによる福音第132節。］
　　ロ）　　Inc　II，　Jl5．1，7
イ）の〈＿H正A〉はAss113dによって推量すれば〈テオドテー［eCO八〇THIA／
TCOnOTHIa］〉の生格形と読めるが，　SJSによれば〈テオドトス［eCO－
nOTHH］〉の生格の誤った形であるという。　Inc直後に〈MIIIH＞［捜せ］と
あり，J15．1および同7の一部のみを示すにとどまるが，これは慣習的な形
式であり，J15．1－7のペリコペー全文はNo　173～174に収録されている。
4）　［9月2日］（118．13～119．12）
　　イ）　Cn皿．．．CBA（r）／冨MA（6）rJIA（B）JI　B［主教…。マタイによ
　　　る福音第32節。］
　　ロ）　Inc　II，　Mt5，14－19
イ）の〈CBA（r）〉は行間にあると注にある。よって1．　13は不読部分が多い。
Ostrの212rにくnA（T）CTOYMOy　MOANNy．　H　nAyJIOy．　CH（C）llOMA．
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B［E，rPA八もKOCTANTHN・：・一［コンスタンチヌポリスの［二人の］主教
イオアンネスとパウロスの記念］〉とあることから，イ）の〈CHH．．．〉はこ
れらの一部が残存したものと考える。そうであればこの条はく9月2日〉。
なお，Dogは〈9月2日〉の条に，聖人名〈ママントスと隠者イオアンネ
ス〉の2名のみを掲げ，本稿の3）4）を一括して扱っている。
5）　9月3日（119．12～120．8）
　　イ）M（C）HA　TO（r）B［E，　r　nA（M）CTPO　ANTH・／MA。CBA（P）ω
　　　HOANA　F∫IA（B）oe［同じ月の3日に。聖なるアンティモスの記
　　　念。ヨハネによる福音第79節。］
　　iコ）　Inc　V，　J10．9－16
0strの213Bに〈OTb　”OANA．　rJIA（B）H6・一〉とあり，こちらは〈第89
節〉。Am　Noは〈89＞とみられるから，　VPの〈79＞は誤り。おそらくグラ
ゴル文字による数字表記（0＝80）をそのままキリル文字（0＝70）に置き
換えて誤写したものであろう。
6）　9月5日（120．9～11）
　　イ）M（C）llA　TO（r）Bb　C　CTrO　nPPKAζAXAPHA　CBAHPCJIMC
　　　冨MA（e）mA（B）C∬H［同じ月の5日に。聖なる預言者ザカリ
　　　アの［記念］。マタイによる福音第238節。］
　　ロ）　PCqC　rb　Kb　MK）llもOMb・，Mt23．29，38
1．　18は〈Bb　HMA　HNCΨANO＞とあるが，前3語はMt23．38の文末の引
用であり，〈ΨANO＞以下のcorruption部分にMt23．29－38のペリコペー掲
出個所が記されていたであろう。DogはペリコペーをMt2329－39とするが，
Mt23．39は現行スラヴ語聖書での聖句番号であることに注意。
7）　9月6日（120．12～121．6）
　イ）　MHA　TOrO　BI，，　Z。刀b（N）／OC　CBA（F）ZIS　MOANA　r∬A（B）qB
　　　［同じ月の6日に。聖別。ヨハネによる福音第92節。］
　　ロ）　Inc　I，　J10．22－30
『ヴァチカン・パリンプセスト・キリル・アプラコス』のmenologion　47
〈Z＞は後で問題とするように，ここでは＜6＞と読んでおく。通常どおり
〈7＞とは読まない。〈OG＞は〈OCB’B皿CNmA＞の略とみる。　Savの127a
（旧版126a）．8に〈M（H）’B　S　CIIICNVaC　BIII，I　CBA（r）てδHωA（N）・〉［［同
じ月の］6日。聖母［教会］の浄め。ヨハネによる福音。］とあり，IncIの
後にJ10．22の一部を示す。　Dogはこれを〈聖母教会の浄め〉［OcBe田aBaHe
Ha　xpaMa　Ha　Boroponvaua　B　noMa　Ha　cB．　AHa〕と祝祭名を記し（9月6日の
条），ペリコペーをJ10．22－30とする。なおJ10．22はVPでNo　142の〈12月
23日〉，Nol65の〈7月31日〉の各条でも，小異があるものの引用をみる。
本条では次のようである。
　　（JlO．22）BbllllA　TLP八A　CBA皿TCNi・IIA　B［E，　HHMもXL・HZMMA
　　BB。［そのころ，エルサレムで宮浄めの祭が行なわれた。時は冬であっ
　　た。］
ここでの〈CBAIIITCNH｝A＞の語は，　VPでは他の2個所でも同語が用いら
れる。Zog，　Ass，　Sav，　Ostrも同語を用いるが，　Marは〈eNKCHH’B＞の語
を用いている点に注意せよ⑧。
8）9月8日（121．6～27）
　イ）　MHA　TOrO　BI）HnL（N）P（凪）nCO／CTbIA　BrlA　eBANrCJIHC
　　　冨Jloy（K）rJIA（B）PKB［同じ月の8日に。聖なる神の母の誕生。
　　　ルカによる福音第122節。］
　ロ）　Inc　I，　L10．38－42，11．27－28
0strはペリコペー同上を9月8日の典礼用として掲載する。
9）　9月9日（121．27～122。21）
　イ）MllA　TOrO　B［bΦ［E，H八CNL／rlA（M）MOAKHMOY　H　AHNも／
　　　cBANrcJIHc冨JloyK「bI　rJIA（B）oe［同じ月の9日に。ヨアキム
　　　とアンナの記念。ルカによる福音第79節。］
　ロ）　Inc　II，　L8．16－21
10）十字架称讃前の土曜日（122．21～26）
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　イ）　B［bCO（B）／HP’Bll｛八C　BT）Z皿Bml｛CNmA　KPLCTA・／CBANrCJIHC
　　　冨MA（e）rJIA（B）qs［十字架称讃の前の土曜日に。マタイによる
　　　福音第96節。］
　　ロ）　Inc　V，　Mt10．37，42
〈十字架称讃〉は9月14日であるが，本条と次条はこの位置にある。Ostr
では9月13日の条の後に配されてある。
11）　十字架称讃前の日曜日（12227～）
　イ）NC（JI［）fiPB｝1｛IIIC　B［E・ZIIIBta｝ICCNI，IIA［…称讃の前の日曜日。…］
　　ロ）　？，？
Z．27後半にcorruptionがあり，しかし前条との関係から〈十字架称讃〉と
書かれていたと思われる。一方，ロ）はInc，ペリコペーともに不明。ただし
Ostrの該当個所（218r）には〈マタイによる福音第96節〉とあるが，実際
にはJ3．13－17が出現する。　Gar（p．491）は〈Mt96（Jo24）〉と記す。　Am　No，
Mt96は今日のMt10．37，38で，むろん合わない。次のNo　123は，解読不能
とある。おそらくは本条11）のペリコペーと，十字架称讃の9月14日のペ
リコペーが書かれていたと考えられる。その最後の部分が，No　124，1．　1の
J19．35（ただし末尾の句のみ）であろう。
12）　［9月15日］（124．4～8）
　イ）HA　CTro　AKAKHiA．．．［聖なるアカキオスの記念。…］
　ロ）　Inc　II，　Mt5，14，19
聖人名と次条より〈9月15日〉と判ずる。ペリコペーの指定から，Am　No
は〈32＞で，その由が1．　4に書かれていたであろう。なおDogはアカキオ
スの他に，ニケータスと第6公会議参加の師父たちを聖人名として並記して
いる。
13）　9月16日（124．9～125．4，125．18～126．3）
　イ）　MllA　TO（P）Bl）ZI　HA（M）CTLIA　Cy6HMH－／A・ωJIOy（K）
　　　PJIA（B）OJI［［同じ月の16日に。聖なるエウフェーミアの記念。ル
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　　　カによる［福音］第74節。］
　　ロ）　Inc　I，　L7．36－41，47－50
〈ZI＞の〈Z＞は，7）の9月6日と同様，〈6＞と読み，全体としては＜16＞と
読んでおく。Ostrの該所（2226）には〈SI＞，すなわち〈16＞とある。（グ
ラゴル文献のAss（119a）は〈C　L＞（＝16））。　No　125の1．5～17は文字が読
めず，したがってL7．42－46は欠。1．・25にもcorruptionがあり，よって
L7．49の一部に欠文がある。
14）　9月17日（126．3～24）
　　イ）M（C）UA　TO（r）Bb　ZI／CTrO　XAPAJIAMHmA／CBANrC∫IHC窃
　　　Jloy（K）PJIA（B）qZ［同じ月の17日に。聖なるハラランペースの
　　　［記念］。ルカによる福音第96節。］
　　ロ）　Inc　II，　L9．23－27
〈ZI＞の〈Z＞は，＜7＞と読み，〈qZ＞の〈Z＞は〈6＞と読む。前者は聖人
名により，後者はAm　Noが〈96＞のゆえである。
15）　9月20日（126．24～）
　イ）M（C）UA　TO（F）B［b　K　HA（M）GTA　M（q）KA　CB［E，CTATI・IIA／
　　　cBANrcJIMcωJloy（K）rJIA（B）cN［同じ月の20日に。聖なる
　　　殉教者エウスタティオスの記念。ルカによる福音第250節。］
　　1コ）　Inc　II，　L21．12
次のNo　127はほとんど解読不能とのこと。若干注を有する。　Ostrなどの対
比からNo　127にはL21．19迄のペリコペーが存在していたとみられる。　Dog
は本条のペリコペーをL21．12－19とする。
16）　［9月24日］（128．1～21）
　イ）　？
　ロ）　？，Mt25．4－13
No　127の注により，1．　17は〈eCK［E）JI’B＞に始まり，1．　18は〈P＞のイニシャ
ルがあって，Mt25．1と，1．　26はMt25．4中の＜OJrBH＞の〈JIもH＞が判読
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されるとある。よって〈テクラの記念〉の日で，したがって〈9月24日〉と
判ぜられる。Mt25．1がNo　l27の1．　18から始まり，1．　24はMt25．4の前半が
書かれていたと考えうる。Mt25．1のAm　Noは〈268＞。ロ）のIncは〈PCqC＞
で始まるいずれかである。DogはペリコペーをMt25．1－13とする。
17）［9月26日］（128．21～28）
　イ）　MUA　TO（r）／［……］／H　OyCbneNHIC　BrOCJIOBA。CBANrCJm－
　　　GTA　KoAHA冨∫loy（K）PJIA（B）nr［同じ月の…神の告知者にし
　　　て福音書記のヨハネの永眠と……。ルカによる［福音］第83節。］
　　ロ）　Inc　I，　L8．22－23
イ）の［……］は1．　22～23の不読部分であり，2行分である。このスペース
に何が書かれていたのであろうか。聖人名から〈9月26日〉と考えうる。
次のNo　129，1．5まで不読ゆえ，首の何行かはL8．23以下が続いていたであ
ろう。DogはペリコペーをL8．22－25とする。
18）　［10月11日］（129．6～130．2）
　　イ）　＿OH正）nATPHAPXIb・HCKTOPA　APCAKA　rCNNA－／llM｝A。M
　　　ATHKA。McHcHNHIA　cBA（r）冨Jloy（K）rJIA（B）Mc［師父に
　　　して総主教たち，ネクタリオス，アルサキオス，ゲンナジオスおよび
　　　アッティコスおよびシシンニオスの…。ルカによる福音第45節。］
　　ロ）　Inc　I，　L6．17－23
聖人名から〈10月11日〉と判ぜられる。よって本条と前条の間にはカレン
ダー上，かなりの部分が無いことになる。
19）　10月25日（130．3～7）
　　イ）MHA　TO　B’E，　K　C　HATb　CTArO　MAPKmANA　H　MAPTyPmA／
　　　　．．CBA（r）冨HO（N）PJIA（B）PJI　M［同じ月の24日に。聖なるマ
　　　ルキアノスおよびマルテユリオス…の記念。ヨハネによる福音第135
　　　節。］
　　ロ）　Inc　I，　PCqC　rB　Kb　OYqCNHKOM5。，　Jl5．17，16．2
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1．　4の〈＿〉の部分は何字分かは不明だが，Ostrの該所（234r）には〈H
cToYMoy　NoyTAPMIfi1＞［および聖なる記録者の］と続く。なおロ）では
Incが2つ重ねて用いられていることに注意。
20）10月26日（130．8～131．18）
　　イ）．．．MllA　TOFO　B［E，　K　Z。HA　CTAAPO　nHMH－／TPA　CBA（r）冨
　　　Jloy（K）r∫IABA　P　M　B［…。同じ月の26日に。聖なるデーメート
　　　リオスの記念。ルカによる福音第142節。］
　　ロ）　Inc　I，　L12．2－12
イ）の初めの〈．．．〉（1．　8）は，前行1．7のJl6．2が終わった後の〈＿mC＞と
関連するとみられるが，今未詳。〈KZ＞のくZ＞はここでも〈6＞と読んで
おく。
21）　10月30日（131．19～22）
　　イ）　MHA　TO（r）B’L，　JI　HA（M）CTAAFO　KyPmAKA　nATPHAPXA
　　　。HZHNOBV［IA　CnHA　I4　ZHHOBmA　CCCTPT）I　CrO　CBA（F）冨
　　　HO（N）rJIA（B）He［同じ月の30日に。総主教キュリアコスおよ
　　　び主教ゼーノビオスおよび彼の姉妹ゼーノビアの記念。ヨハネによる
　　　福音第89節。］
　　ロ）　　Inc　II，　J10．9，16
22）　11月1日（131．25～132．16）
　イ）MHA　NOABPA　Bb　A　HA（M）CTOylO　BCZMb3丑bNH・／KOY
　　　KOZMH　HπAMHANA／CBANrCJIHC窃泌A（e）PJIA（B）Oe［11
　　　月1日に。銀貨を受けとらぬふたり・コスマースとダミアノスの記念。
　　　マタイによる福音第79節。］
　　ロ）　Inc　II，　Mt10．1，5－8
23）　11月6日（132．17～27，133．13～17，134．1～4）
　イ）M（C）UA　TO（F）B［E，　S　IIA（M）CTArO　HABJIA　HCr［OBもn正）NHKA／
　　　cBA（r）ωIoy（K）rJIA（B）Pqs［同じ月の6日に。聖なる聖証者
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　　　たるパウロの記念。ルカによる福音第196節。］
　　ロ）　Inc　V，　L16．19－22，25－26，30－31
No　132の末行1．27はL16．22前半を記す。続くNo　133の1．　1～12は不読1．
18以下も不読である。No　134の1．　1はL16．30の後半から始まる。11月6
日のペリコペーはL16．19－31であり，　VPはその途中にcorruptionを有す
るわけである。なお数字を表わす〈S〉が2度ともに使われている点に注意。
24）　11月7日（134．4～9）
　　イ）　MUA　TO　BL　Z／nAMATb　CTblXb　Mq（K）b　H｝KC　B［b　MeMC－
　　　JII，ITI，INI，1／cBANrcJlblc　oTb”oYKH　r∫IA（B）PMB［同じ月の7
　　　　日に。メリティネーでの殉教者の記念。ルカによる福音第142節。］
　　ロ）　PCqC　Fb　CBOHM［［，。，　Ll2．2，12
〈MCMCJMTHNH＞は〈赫CJIHTmH＞の誤り。　Am　Noは〈145＞の誤り。
又，IncがHの変形である点に注意。
25）　11月8日（134．9～26）
　　イ）　MHA　TO（r）BL　H　H　G▼NC－／Mb　APXANrCJIA　MHXAHJIA　H
　　　CTOyMOy　KVIPHNOY／胚MATPONS　CBA（r）OTb　MAPKA
　　　rJIA（B）五頁［同じ月の8日に。および，大天使ミカエルおよび聖な
　　　　るキュリノス（？）およびマトロナの礼拝集会。マルコによる福音第
　　　38節。］
　　ロ）　Inc　VI，　nO（II）NO　ICCTb　H霊～一／GAPbCTBmC　NCBCCbNOIC：，
　　　Mr4．3－9
〈キュリノス〉は未詳。Dogも〈KHpnH（！）〉としている。〈マトロナ〉は5・
6世紀頃のコンスタンティヌポリスの女子修道院長で，聖人。なおInc　VI
の後にさらに一文が付加されていることに注意。
26）　11月11日（134．26～29）
　　イ）MllA　TO（r）Bb　IA　CTArO　MCHH。HH｝KC　Cb／NHML　H
　　　nP（II［）NArO　MAPTHNA　ICBA（r）冨taOANNA。r∫IA（B）PJI　H
『ヴァチカン・パリンプセスト・キリル・アプラコス』のmenologion　53
　　　［同じ月の11日に。聖なるメーナースおよび彼と共にあった人びとお
　　　よび尊ぶべきマルティーノスの［記念］。ヨハネによる福音第138節。］
　　ロ）　IncV，J15．17，16．2
〈メーナース〉のOCS形はふつう〈MHNA＞である。　Jl6．2の末尾はNo
l35の1．1まで続いていたか。
27）　11月13日（135．1～3）
　イ）　MUA　TO（r）Bb　Ir　Bb　6C［E，fiCNHC／CTArO　HOANA　ZnATO－
　　　oycTAAro　cBA（F）ωMoANNA　rJIA（B）06［同じ月の13日に。
　　　聖なるイオアンネス・クリュソストモスの永眠［記念日］に。ヨハネ
　　　による福音第79節。］
　　ロ）　Inc　V，　J10．9，16
0strの該所（2426）には〈ヨハネによる福音〉とあるのみで，　Am　Noは明
記されていないが，Garが示すように〈89＞である筈である。　VPは，グラ
ゴル文字からの転写時での誤認による誤りであろう。
28）　［11月14日］（135．4～136．6）
　イ）MUA　　　　　／nA（T）CTAArO　AHnA〈eHnHHA。CBA（r）
　　　冨HO（N）rJIA（B）IH・［［同じ］月の…。聖なる使徒フィリポの記念。
　　　ヨハネによる福音第18節。］
　ロ）　Inc　I，　J1．44－52
聖人名から〈11月14日〉と判ずる。Gar，　Dogともにこの条のペリコペー
をJ1．43－51とするのは，通行のスラヴ語聖書での聖句番号によっていると
みられるが，国際的にはJl．44－52である。　Am　No〈18＞も」1．44を指し示
すし，MarなどもペリコペーがJl．43から52であることを示している。
29）11月16日（136．6～10）
　イ）MUA　TO　BL　IS　nA　GTArO／AnJIA　MA〈〉もA。CBA（P）石
　　　MA（e）r∫IA（B）OA［同じ月の16日に。聖なる使徒マタイの記念。
　　　マタイによる福音第71節。］
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　ロ）　Inc　I，　Mtg．9，13
30）［11月？日］（136．12～）
　イ）　？
　ロ）Inc　l，？
1．　11に日付けがあったとみられるが不読。1．　12のlnc　Iのみ残存する。1．　13
（から14）へペリコペーの一部が書かれていたか。1．13，14ともに不読。
31）［11月？日］（136．15～）
　イ）　？
　ロ）　pcqc．．．，　？
1．　14に日付けがあったか。Incはイニシャルで始まる。1．　16，17は不読ゆえ，
1．15からペリコペーが書かれていたであろう。
32）　［11月20日］（136．18～）
　イ）＿CTblXI，　OUL　NA皿KXL／rPHPOP趾A＿［我らが聖なる師父た
　　　ち［すなわち］グレゴーリオス…の…。］
　ロ）　pcqc．．．，？
1．18の前半に文字あるも不明（〈．．．〉で表記）。聖人名およびカレンダーの
前後関係から，ここでは〈11月20日〉とみておく。1．21のIncは大文字で
始まる。1．21以下に当該のペリコペーがあったであろう。ちなみにOstrも
AssもMt5．14－19がそれである（Am　Noは32）。　DogにVPの言及なし。
33）　［12月］5日（137．3～12）
　イ）MllA　TO（r）B「b　C　rlA［同じ月の5日に。…の記念。］
　ロ）　pcqc．．．，　Mt11．29
1．1～2には章飾りがあると注する。よって月がかわって〈12月〉とする。1．
3〈nA＞以下1．　4迄不読。1．　5のIncは大文字で始まる。1．　6～11は不読だ
が，1．11～12にMt11．29がある。1．　13～14も不読。よってMtll．29を含む
ペリコペーが書かれていたことになる。Dogに従えば，ペリコペーは
Mt11．27－30。（であればAm　Noは111）。聖人はサッバスとDogは推定す
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る。なお，1．11の〈ICrO　NA　CCA’1｝，〉は〈HrO…NA　CCB’E，〉（Mar）とあ
るのが本来で，誤読があるか。
34）　［12月］6日（137．15～16）
　イ）MHA　TO（r）Blb　S／rlA　CTAPO。NHKOJrH［同じ月の6日に。聖
　　　なるニコラオスの記念。］
　ロ）　？，？
1．　16の〈Ni，IICOJIT）1＞の後から1．　19迄不読。よって〈ニコラオス〉に後続する
文があった可能性がある。ペリコペーはAssがL6．17－23，0strがMt4．25－
5．12。DogにVPの言及なし。
35）　［12月？日］（137．20～21）
　イ）　？
　ロ）Inc　lI，？
1．　19（不読）にカレンダー部分があったと推定されるが，日付けは不明。12
月6日と12月14日の間のいずれかの日と考えうる。1．21に〈＿1，ITC
MCNC＞なる文の断片が残存するが，どのverseかは未詳。1．　21後半から
1．25迄未読。
36）　［12月14日］（137．26～138．10）
　イ）　？
　ロ）　Inc　1，　Mt8．23－27
日付けはペリコペーから〈12月14日〉と判ぜられる。Mt8．23のAm　Noは
69。聖人名は〈テユルソス〉［eVP5C5／TVP「bClb］らが考えうる。
37）キリスト降誕前の日曜日（138．12～140．17）
　イ）　NC（II［）llP　Lnb　PO｝KZab－／CTBOMI）XBOMb・CBA（r）di　MA（6）
　　　rJIA（B）A［キリスト生誕の前の日曜日。マタイによる福音第1節。］
　　ロ）　Incナシ，　Mt1．1－25
No　139はMt1．8後半より同19前半迄30行にわたって続いている。
38）　［12月18日］（140．19～141．12）
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　　イ）　＿XAJIKonPATHH［…ハルコプラティア［における］…］
　　口）　Inc　I，　Mt16．13－19
0strの該所（245B）に〈CBHICHHC　HPKBH．　CTbIA　BHA　C吊HIAA　BJIHZb
BC刀U［K［E，IA　HPKBC．　B［［，　XAJ’1“KOHPATI・IVaX．〉［ノ・ルコプラティアの大教会
の近くにある聖母教会の聖別。］とあり，イ）で引用した地名が出てくること
から〈12月18日〉と判ずる。Mt16．13のAm　Noは166。　Ostr＜P5S＞と一
致する。
39）　［12月20日］（141．12～142．13）
　　イ）　MHA　TO（r）HA　AXHNO／CBANrCJ’IHC冨MA（e）rJIA　q　JI
　　　［同じ月の［…］。アキムの記念。マタイによる福音第94節。］
　　ロ）　Inc　I，　Mr9．33－41
ペリコペー等から〈12月20日〉と判ずる。しかし，1．　12の〈AXHNO＞は
今〈AXHML／AXHN［E，〉［’A　xipt］と関連するとみて〈アキム〉とあてたが，
不確定である。あるいはVP原本でのこの語自体および前後に誤った解読が
あるのかもしれない。通常〈イグナティオス・テオフォロス〉の記念日であ
る（Dogも同様に推定する）。又，1．　13〈MA（e＞とあるが，ペリコペーは
Mr9．33一ゆえ，〈MA（P）〉とあるべき（であれば，　Am　Noはマルコの94）。
40）　［12月23日］（142．14～17）
　　イ）　．．．H｝KC　BI）　　　／KPHT’B　CBA（r）冨mO（N）rJIA（B）qB［ク
　　　レタ［にいたところ］の…。ヨハネによる福音第92節。］
　　ロ）　　Inc　I，　J10．22，28
0strの12月23日の条（2496）に〈CTPA（C）CTblXb．1．　M（q）Kb．　H｝KC
Bb　KPHTもrlPH丑CKHM　llPH：〉［皇帝デキウスの時代にクレタにいた聖
なる10人の殉教者たちの受難。］とあるから，イ）の〈クレタ〉は同様の一
文の残存とみ，日付けは〈12月23日〉と判ずる。ロ）のInc　Iの末尾は
〈BPSM▲〉と鼻母音字が〈A＞のどのヴァリアントか確定できないとある。
J10．22のAm　Noは92。　Ostr〈qB＞と一致する。
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41）　［12月24日］（142．19～144．14）
　　イ）　？
　　ロ）　Inc　I，　L2．1－20
1．18に日付け等が書かれてあったと思われる。Ostrの12月24日の条
（2496～B）には〈CTI）IA　M（q）llA．　CyrCNmA．　HPH　KOCMOnもHPH・：・H
NABCqCPHrC　P｝KCTBA　XBA・：・〉［皇帝コモドスの時代の聖なる殉教者エウ
ゲニアの［記念］。およびキリスト生誕［の日］の徹夜（vigilia）。］とある
から，同種の指示があったと考えうる。Dogは後者のみと推定する。ペリ
コペー等から〈12月24日〉と判ずる。なおL2．1のAm　Noは1。　Ostrは
〈r＞（＝3）で，合致しない。Garは〈Lk3（1）〉と記す。
42）　［12月］25日（144．14～145．27）
　イ）M（C）rlA　TO（r）BL　K　C／PO｝KnbCTBO　XBO。CBA（P）冨MA（6）
　　　rJIA（B）n［同じ月の25日に。キリスト生誕。マタイによる福音第4
　　　節。］
　　ロ）　Incナシ，　Mt2．1－12
43）　［12月］26日（145．27～147．12）
　イ）MUA　TO　B［b　K　S　CbNbM5／．．．　CBA（r）冨MA（G）rJIA（B）S
　　　［同じ月の26日に。…［の］礼拝集会。マタイによる福音第6節。］
　ロ）Incナシ，　Mt2．13－23
1．28の〈＿〉には，23）11月8日の条などの例からみて，〈CbNBM　B＞を
限定する語句ないしは別の語句が続いていたとみられる。Dogは〈聖母〉
とする。さらにIncは，　Ostrの例からみて存在しなかったであろう（252r）。
Mt2．13が分詞構文で始まる故だろう。
44）主の顕現前の日曜日（147．13～148．8）
　イ）NC（JII）nPも｝KnC　HPOCB’E，IIICNHIA　CBANrCJII4re／盃MAPKA
　　　r∫IA（B）A［主の顕現の前の日曜日。マルコによる福音第1節。］
　ロ）Incナシ，　Mr1．1－8
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Epiphaniaはふつう1月6日ゆえ，本条がこの位置に配されているのはい
ささか早いのではないか。Ostrの場合29日と30日の間に配される。
45）　［12月］27日（148．8～11）
　イ）　Bb梵ZTOrO／CBANrCJIMIC。OTb　MATもA。rJIA（B）IA［同
　　　じ［月］の27日に。マタイによる福音第11節。］
　　ロ）　Inc　VI，　Mt21．33，42
Am　Noは〈219＞の誤り。Ostrの該所（252B）に〈CTPA（C）CTArO　nPbBO－
M（q）KA　CTCΦANA・：・〉［最初の殉教者ステファノの受難。］とあり，聖人
名は〈ステファノ〉と考えうる。（なおVP，　p．169の注を参照せよ）。　Dog
も同じく推定する。
46）　［12月28日］（148．13～15）
　イ）　B〔b＿MIIIM・CBANreJIHIC窃HOANA。rJIA（B）P皿B［…に。
　　　捜せ。ヨハネによる福音第132節。］
　　ロ）　PCqC，　J15．1，10．16
0strの該所（254a）に〈CT（0）MOY　OllOY　NAIIICMOY　APXHCH（C）HOy
BblBh皿Oy．　eCO江OPy　OTb　mOANA・÷・PCqC　rL　AZも　CCML　nBbPb
nHCA（N）CCHTABPA．　B［b．　r・：・〉［総主教であったわれらが聖なる師父テ
オドーロスの［記念］。「主は言った，『わたしは門である。』」9月3日［の
条］に書かれてあり。］とある。Ostrの9月3日の条（213B～214B）にはJ
10．9－16のペリコペーをのせ，ヨハネの〈PJIB＞（＝132）とある。このOstr
のヨハネ〈132＞は，VPのヨハネ〈132＞と一致するが，　J10．9のAm　Noは
〈89＞とあるべきで，Garも〈89＞と書く。上掲のOstrの『わたしは門であ
る』はJ10．9の冒頭である。さて一方，　VPのNo　l48，1．　14〈AZb　ECMb
”OZA＞（首に〈16＞の聖句番号を付すが〈1＞の誤り）はJ15．1であり，1．　15
で示すAm　No〈132＞と合致する。しかしながら，1．　14の次に続く＜ellMN’b
nAcT＞はJlo．16の一部である。ペリコペーの性質からしてJlo．9が来るの
が正しく，そうであればAm　Noは〈89＞であることが期待される。　J15．1
『ヴァチカン・パリンプセスト・キリル・アプラコス』のmenologion　59
はNo　173に再掲され，その冒頭は＜AZS　ECMb”OζA　MCTHNbHAEA＞
［わたしはまことのぶどうの木［…］である。］とあって，J10．9に似る。文
の相似による錯誤であろうか。又，VPの9月3日の条（5））もJ10．9－16の
ペリコペーを有し，AmNoを〈79＞とするが，後者は〈89＞が正しいこと
は上述した。なお1．15に〈＿cnHNO＿〉とあるが，1．　14末〈CAMNb
nAcT＞に続く一文であるとみれば，　Jlo．16の末部くt　Bth丑cT5　enHNo
CTA八〇HC八nHL　HACTTSIPb．〉（Mar）と語順の上で翻齪をきたすことに
なる。これはどう考えるべきか。いずれにせよ，VPの本条12月28日には
誤伝があるのではないか，Ostrも含めてAm　No〈132＞と〈89＞との間に
も混同があるのではないかと推量される（なお，Savの9月3日の条
（125b）にヨハネの〈Oe＞（＝79）とAmNoを示すが，次に続くのは
J10．9以下であり，よってAm　Noは〈89＞と考えられ，　VPと同じような
誤りが認められる）。Dogは総主教テオドーロスを聖人名に推定し，ペリコ
ペーをJ10．9－16とする（さらにVP刊本p．169の注を参照せよ）。
47）　［12月29日］（148．16～18）
　イ）＿Ncn6．．．［…日曜日…］
　ロ）　Incナシ，　Mt2．13，23
0strの12月29日の条（254a）に〈CTPA（C）CT［blX［E，　MnAnCNLHL・：・〉
［聖なる幼子たちの受難。］とあり，次にMt2．13の冒頭を引き，そのあとに
〈HHCA（N）．　BIL　NC（n）．　HO　P｝王｛CTB　XBS＞［キリスト生誕後の日曜日（の
条）に書かれてある。］と指示する。VP　n5の〈Ncns＞は後者の残存か。
よって，日付けを〈12月29日〉と判ずる。ロ）のMt2．13は大文字で始まり，
かつ分詞構文である（lncは不要）。　Mt2．13のAm　Noは6。
48）　1月［1日］（148．21～149．5）
　イ）MUA　cNoYAPA．．．Bb．．．／MHA．．．B’b　NocMB．．．［1月の…［日］
　　　に。…月の…。11月に…。］
　ロ）　Inc　I，　L2．20－21，40
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1．19－20には章飾りがあると注する。1．　22の〈MllA＿B［E・　NOCMB＿〉は未
詳。（〈NOIAB司L／NOIABPI・〉が標準的な綴りだが，〈NOjKBP［E，〉と〈B＞で
綴る例がOchr（9）にあることがSJSに出てくる）。章飾りの真下であること，
ペリコペーからみて〈1月1日〉と判ずる。L2．20のAm　Noは3。なおDog
がペリコペーをL2．20，21の他に〈40－52＞と記しているが，何故かわからな
い。1月1日はキリスト割礼（Circumcisio）の祝日であるが，　VPではこ
れがのちの51）に出てくる。
49）主の顕現前の土曜日（149．5～150．11）
　イ）　CO（B）nPB｝KnC　nPOCBも皿CNHIA・CBA（r）冨MATもA　rJIA（B）
　　　Z［主の顕現の前の土曜日。マタイによる福音第7節。］
　　ロ）　Inc　I，　Mt3．1－11
本条は，常識的には44）主の顕現前の日曜日の条の前に位置すべきものでは
なかろうか。＜Z＞はペリコペーから〈7＞と読む。VP，　p．171冒頭に〈（fol
84r）〉とあるのは〈84v＞の誤り。
50）　キリスト洗礼日の徹夜（150．12～152．23）
　イ）　NABCqCPmC　CTAArO　KPI）IIICNmlA。CBANrCJII41CωJIOy（K）
　　　rJIA　Z［聖なる洗礼［の日］の徹夜。ルカによる福音第6節。］
　　ロ）　Incナシ，　L3．1－18
1．　13の〈Z＞は，L3．1のAmNoが〈6＞であることから〈6＞と読んでおく。
キリスト洗礼の祝日はふつう1月13日である。なお〈徹夜〉につきcf．41）。
一方，L3．1－18のペリコペーはOstrの1月2日の条に出てくる（257B～）。
カレンダー部分後半には〈［…］HNABCqCPHC　CTblXL　BOrOIABJIIeNltlU［
・：・一〉［…および聖なる神の顕現［の日］の徹夜。］と〈BorOIAB皿CNHIA＞
（n．pl．）の語が出現するのである（このpl．形はsg．形と同義）。キリス
ト顕現の祝日はふつう1月6日である。Dogは〈1月5日〉の項の許，
〈BoroHBfleHvae－HaBeqepHe／Beqep＞の祝祭にペリコペー〈JIK3：1－18＞をあ
てるものとしてVPを記載する（次条参照）。
『ヴァチカン・パリンプセスト・キリル・アプラコス』のmenologion　61
51）　1月1日［6日］（152．24～29）
　イ）　BT）A・rCNOyAPも・OBPもZANHIC　rNC・／CBANrCJIHC。OT［b
　　　MA。rJIA　rI［1月の1日に。主の割礼。マタイによる福音第13節。］
　ロ）Inc　I，　Mt3．13－14
1．　29はMt3．14の前半が書かれており，その続きは次葉に存在したであろう。
ここのペリコペーはMt3．13－17であったと考えうる。　Dogは，筆者のこと
ばに直していえば，前条50を〈1月5日〉とし，本条の配置が〈1月5日〉
の後であることから〈1月1日。割礼。〉の記述は誤りであるとみなし，本
条は〈1月6日〉と結論する。又，ペリコペーはMt3．13－17とする。たしか
にペリコペーの内容からみて〈割礼〉ではなく＜洗礼〉である。よって
Dogの推定は正し’いであろうと考えるが，本稿ではテクストの読みを重視
してしばらくそのまま訳しておく。
　次に，VPのNo　152とNo　153の間にはいくつかの欠葉が存在していると
みられる。No　153は〈2月23日〉と推定されるペリコペーを記載するから
である。
52）　［2月23日］（153．1～154．3）
　イ）　？
　　ロ）　　？，　J12．26－36
No　153，1．　1にはJlO．26の後半が記さ．れている。当然前葉にはその前半の文
が記載されていたはずである。2月23日は，Dogによればペリコペーは
Jl2．24－36（よってAm　Noは104），聖人名はスムリュナのポリカルポスで
ある。
53）　［2月24日］（154．3～155．12）
　イ）M（C）llA　TO（P）OBPbTCHmC　rJIABLI　CTAArO／HOANA　nPP－
　　　KA　CBANrCJIHC冨MA（6）rJIA（B）PB［同じ月の［…］。聖なる
　　　預言者ヨハネの首の発見。マタイによる福音第102節。］
　　ロ）　Inc　I，　Mtl1．2－15
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ペリコペーと聖人名から〈2月24日〉と判ずる。
54）　［3月22日］（155．15～156．6）
　　イ）MllA　MAPTA　Bb　K　B　MthqCNHC　CTblX5　M　M（q）Kb／CBA（P）
　　　冨MA（6）r∫【A（B）nS［3月の22日に。40人の殉教者の殉教。マ
　　　タイによる福音第86節。］
　　ロ）PCqC　Fb　OYqCNVaKOMも　CBOHMb。，Mt10．16－22
1．　13，14には章飾りありと注する。IncはIIともみられるが，語順の違いが
あるのでそのまま引用した。
55）　3月22日（156．8～14）
　イ）MAPTA　K　B　nA　CTArO　．．．八〇MC－／NTMIA・CBA（r）盃HOA（N）
　　　rJIA（B）He［3月の22日。聖なる…ドメティオスの記念。ヨハネ
　　　による福音第89節。］
　　ロ）PCqC　rL　CAM5。，J10．9，14
〈nOMCNTMIA＞の標準形・主格は〈［［OMCTHH＞と〈N＞を含まないが，
Ochrに〈瓜OMCNLT””〉のformがあることをSJSは示す。　Incも特異で
ある。〈．．．〉の部分は，Ostr（227r～228a）に＜CTPA（C）CTblX℃　M（q）K［b
nOMCTA．　H　nHOrCNA．〉とあるから（ただし10月4日の条），〈M吊qC－
NI，IK［b＞の生格形が推定されようか。〈3月22日〉の条が52）53）と2度続く
が，Dogは53）のみを問題としているようである。
56）　聖母マリアへのお告げの徹夜（156．12～157．24）
　イ）HABCqCPHe　B”AFOBもIIICNICIA　CTIbIA／BrlA＿［聖なる神の母
　　　の告知の徹夜。…］
　　ロ）　Incナシ，　L1．24－38
1．　13の〈．．．〉は，下のペリコペーL1．24以下からみて〈ルカによる福音第1
節〉に相当する句があったと考えうる。L1．24は大文字で始まり，　Incがな
い。＜B”ArOBSIIICNValC＞（＝annunciatio）の祝日は3月25日である。
Dogは〈3月25日〉の項にVPを入れているが，〈3月24日〉が至当では
『ヴァチカン・パリンプセスト・キリル・アプラコス』のmenologion　63
ないか。
57）　4月6日（157．27～29）
　　イ）　MUA　AnPHJIHIA　B［E，　S・HA（M）CTAPO　CBTyXA／APXMCfi－
　　　HA　HPb　rPAAA［4月6日に。コンスタイティヌポリスの総主教，
　　　聖なるエウテユキオスの記念。］
　　ロ）　？，？
1．25，26に章飾りありと注する。1．29に〈m恥。BI。CCnTABPS・．・〉［9
月12日［の条を］捜せ。］とあるが，VPのmenologionに9月12日の条
はない。Ostrの該所（270r）に〈HHGA（N）．　CCfi’TA（B）．　B［E・．　r・：・一〉とあ
り，9月3日の条を検すると，ペリコペーはJIO．9－16である。　DogはVP
の本条のペリコペーをJ10．9－16とするが，本稿では不明とする。なお1．27
〈AHPH∬HIA＞の綴りに注意。標準形は主格〈AHPHJIb＞，生格〈一”IA＞。
58）　［4月］23日（157．29～158．4）
　　イ）　KF｝Ke　CTArO　rCOPrmA／CBANFCJ’II・IC　OTT）レ【OANA　rJIA（B）
　　　PJIH［同じ［月］の23日。聖なるゲオールギオスの［記念］。ヨハ
　　　ネによる福音第138節。］
　　ロ）　Inc　II，　J15．17，16．2
1．　3のJ16．2の文末に続けて〈：CO（B）rrlO　BC－／JIHHもπLNH・：・〉［パスハ
の後の第3土曜日。］とあるのは当該ペリコペーが，その条下にあることを
指示するのであろう。VPのsynaxarion部分No　15，1．　11～15にInc　II，
J15．17－18，J16．2のペリコペーが記載されている。
59）　4月26日（158．4～7）
　　イ）MllA　TOrO　Bb　K　Z／HA（M）CTAFO　M（q）KA　BACHJIH砥
　　　CBA（F）颪HOA（N）r∫IA　P　JI　H［同じ月の26日に。聖なる殉教者
　　　バシレイオスの記念。ヨハネによる福音第138節。］
　　ロ）　Inc　V，　J15．17，16．2
ペリコペーから〈KZ＞の〈Z＞を〈6＞と読む。ペリコペーの指示はく4月
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23日〉と同一であり，ここでもJ16．2の次（1．7）に〈COB。rHO　Be∬HH鳴
ALNH＞と〈4月23日〉同様の指定がみられる。
60）5月1日（158．10～13）
　イ）MHA　MAHIA。A：flA（M）CTAFO　HPPKA　KCPC－／M胚A・
　　　CBAHrCJIHC盃MA（e）rJIA（B）P益S［5月の1日に。聖なる預
　　　言者エレミヤの記念。マタイによる福音第166節。］
　　ロ）　Inc　I，　Mt16．13，18
1．　8，9に章飾りがあると注する。1．　13末の〈・IH丑C－〉はMt16．18ではない。
Mt16．19でもない。この句は，　L　14の先頭が〈＿〉とあるから，この部分に
続いていたであろうが，今未詳。なおInc　Iは珍しく略字を用いる。
61）　5月8日（158．14～159．3）
　イ）瓢HA　TOrO｝1｛nC　B［b　H　HA（M）CTArO／AnJIA　HOANA．．．
　　　CBA（r）ZI5　MOANA　FJIA（B）CB［同じ月の8日に。聖なる使徒［…］
　　　ヨハネの記念。ヨハネによる福音第202節。］
　　ロ）　　IncI，　J19．25－27，21．24－25
0strの該所（272a）にくHA（T）CTArO　An（C）JIA　H　Cy（F）JMCTA
HOANA〈eCOnOPA・：・一〉とあるから，1．15途中の〈＿〉には〈6Co”orA＞
（あるいは〈cy（r）JIHcTA＞）が書かれている可能性がある。　Dogは後者を
採るか。
62）　［5月］11日（159．3～6）
　イ）．．．6NM　C　Bb　AI　nA（M）／［一・・］／H　rCHCTJImA　H　MHOZもXb　H
　　　MOKHIA［？。［同じ月の］11日に。［……］とゲネトリオンと多く
　　　の人びととモーキオスの記念。］
　　ロ）　IncV（？），？
1．　4と1．　7は不読。前者には聖人名ないしこれに類する語句が，1．　7はL6に
続いて聖句があったと思われる。1．3のく．．．’E，NmlE］〉は不明である。　Incは
Vとしたが，〈Fb＞以下は不読ゆえ断定するに至らない。1．5＜rCNCTJIHIA＞
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は主格形が＜rCHCTJIHH＞だが＜τδ　7・ξv∈θλiov＞を誤って固有名詞とみなし
た語とされている（SJS参照）。とはいえ，その前に1行全部が存在するか
ら数語が書かれていたと考えられるが，未詳。
63）　［5月〕12日（159．8～12）
　イ）M（H）ATO（r）Bb　BI　HA（M）CTArO　CHMΦANMiA／CHHHA
　　　KHnPbGKA／CBA（P）ZE　MOA（N）rJIA（B）ne・［同じ月の12日に。
　　　キプロス主教，聖なるエピファニオスの記念。ヨハネによる福音第
　　　89節。］
　ロ）　Inc　II，　J10．9，16
64）　［5月21日］（159．13～16）
　イ）　nATb　CTAArO　KONCTANTI，INA　H　C－／nCNT）1．．．［聖なるコン
　　　スタンティノスおよびヘレネー…の記念。］
　ロ）　IncV（？），？
日付けは1．　12の後部に示されていたか。聖人名から〈5月21日〉と判ずる。
この部分不読。および1．　14，1．　15の後半不読。前者には後部にペリコペーの
指示があったであろう。後者IncはVとしておいたが，句が続く可能性が
ある。さらにペリコペーの首があったか。1．　16〈HAZb　O　OHH・B＿〉に
は聖句番号が付されていないが，J14．11〈BもP吊MM’BTC　MBNSちKO
A3b　Blb　OTBUM　Va　OTT・lll・　Blb　MbNS．［…］〉（Mar）の一部ではないか。
VPの＜0＞は〈B［E・〉の代替の前置詞である（1°）。ただしJ14．11にこのヴァリ
アントがあることは，今の処立証できない（”）。仮にJ14．11として，このペ
リコペー全体はJ14．10－21を指示しているのではないか。　J14．10のAm　No
は127。
65）　6月［？］日（159．19～20）
　イ）MUA　MIONtB＿［6月の…］
　ロ）　pcqc．．．，　？
1．17，18には章飾りがあると注する。日付け等以下不明。1．20～21にペリコ
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ペーがあったであろう。不読。
66）　［6月11日］（159．23～25）
　イ）　？
　　ロ）Inc　ll，　LlO．16
ペリコペーからみて，次の日付け（15927～）は〈6月24日〉と判ぜられる
から，本条はそれ以前の日付けであり，L10．16から始まるペリコペーとす
れば，6月の〈11日〉か〈19日〉の可能性があるが，前者か。Ostrの6月
11日の条（276a）に〈HA（T）CTOyK）AHJIOy　BAP60”OMCA．1・1　BAP’－
NAB’bl．　Cy（r）．冨JIOy（K）．　r刀A（B）．　PSI．〉［聖なる使徒バルトロマイオス
およびバルナバスの記念。ルカによる福音第116節。］とある。Am　No116
はL10．16に当たる。　Dogに11日，19日ともにVPの記載なし。
67）　［6月24日］（159．27～163．19）
　　イ）　？
　　ロ）　Incナシ，　LLI－25，57－68，76，80
ペリコペーから〈洗礼者ヨハネの誕生〉の日，〈6月24日〉と判ずる。Ostrの
該所（2776）には〈PO｝KbCTBO　”OANA　nPJITCJIA　H　KPBCTHT［C］JI正A・：・
一・F・cBA（r）．　oTb　Jloy（K）．　PJIA（B）．　A・：・一〉［先駆者にして洗礼者ヨハ
ネの誕生。ルカによる福音第1節。］とあり，277aから280B迄VPと同一
のペリコペーが書かれている。VPの1．26には日付け等があったとみられ
るが不読。Incは不在。
68）　［6月］27日（163．20～23）
　　イ）BT）KZTOFO　nA（M）CTAArO　CAMHCONA　CBANrCJIHIC／
　　　oTb　Jloy（K）FJIABA　P　JI　A［同じ月の27日に。聖なるサンプソン
　　　（サムソン）の記念。ルカによる福音第131節。］
　　ロ）　Inc　V，　L12．32，40
Am　No〈131＞は，〈151＞の誤り。グラゴル文字の〈丑〉（＝50）をキリル
文字のそれ（＝30）と誤認したのであろう。
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69）　［6月29日］（163．24）
　　イ）　HHAMATL・CTOYIO　AHOCTOJIOy　HCTPA　H　nABBJIA［［ふた
　　　りの］聖なる使徒ペトロおよびパウロの記念。］
　　ロ）　？，？
聖人名から〈6月29日〉と判ずるが，1．24冒頭の〈H＞が解釈できない。
保留とする。1．25，26にはこの日のペリコペーがあったはずで，Ostrは
Mt16．13－19（Am　No　166）。
70）　6月30日（163．27～30）
　　イ）　MHA　TO（r）Bb　JI　HAMATb　CTHMb　AnOCTOnOMI）／．．．
　　　cBA（r）ZI｝　”OyK’bl　rJIA（B）1｛e［同じ月の30日に。聖なる使徒
　　　たち…の記念。ルカによる福音第29節。］
　　ロ）　Inc　I，　L5．1，11
0strの該所（281B）に〈HA（T）CTHML　AfinOMA．　BI＞［聖なる12人の
使徒たちの記念。］とあることから，VPの1．28冒頭〈＿〉は＜12＞に相当
する語があったか。1．　31〈＿〉は不明。
71）　［7月2日］（164．3～165．11）
　イ）　？
　　ロ）　？，L1．39－56
1．　1～2は不読。章飾りがあったか。あるいは日付け等が書かれていたか。
ペリコペーから〈7月3日〉と判ずる。Am　Noは1。　Ostrの7月2日の条
（281r）に〈HOJIO｝1｛CNHIC　PHZもCTT）iA　B頁A．　BI）B”AXCP’N’E，．〉［ブラ
ケルナイでの聖なる神の母の衣の安置。］とあり，IncなしにLl．39が続く。
VPもIncがなかった可能性がある。
72）　7月16日（165．12～15）
　イ）　Bb　IS　mOJIもrlA　OHb　CTT）IX「b　H｝KC　BT）XAnKH皿ONS　211。rO
　　　Cb・／BOPA　CBA（r）ωMA（e）rJIA（B）JI　B・［7月16日に。カル
　　　ケドンでの第4回公会議に［あった］聖なる師父たちの記念。マタイ
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　　　による福音第32節。］
　ロ）PCqC　CBOMMb｝，　Mt5．14
Mt5．14に続いて1．　15に〈nbCANO　CI　CCHTABPB。〉［9月15日［の条に］
書かれてあり。］とあって，その条を見ると（No　l24），　Mt5．14，19が記され
ている。よってペリコペーはMt5．14－19なのであろう。　Dogも同様の記載
である。IncはIIの省略形か。
73）　7月？日（165．15）
　イ）MHA　TO（r）Bb．．．［同じ月の…日に。］
　　ロ）　？，？
7月17日から30日の間の日付けか。1．　15にイ）の1行のみにて，日付け・
ペリコペー等全く不明。
74）　7月？日（165．16～20）
　イ）．．．MUA［…］／＿CBA．．．［…。…月の…。…福音…。］
　　ロ）　pcqc，　？
日付けは7月17日より30日の間だが，前条71）より後。1．16冒頭〈．一一〉は
不明。＜MllA＞の後は不読。1．17〈＿CBA．．．〉，1．　18冒頭に〈PCqC＿〉，1．
19は不読1．　20〈＿｝CP［E，CTA＞とあり，いずれも未詳。71）と72）はひとつ
である可能性も考えうる。
75）　［7月コ31日（165．21～24）
　　イ）Bb　JIA　HOK”ONCNHC・qCCTbNArO　nPBBA［31日に。清き
　　　木（十字架）の崇敬。］
　　ロ）　Inc　I，　J10．22
J10．22のAm　Noは92。1．23に〈HbCANO＿〉とあり，その後にペリコペー
の存在する条の指示が書かれていたであろう。DogはJlO．22－28とする。
76）　8月1日（165．27～30）
　　イ）Bb　ABFOYCT’｝＞Bb　A　fiAMATb　CTLIXL／MAKABCH　eBAω
　　　10A（N）rJIA（B）戸　fi　fi［8月の1日に。　i聖なるマカバイオス［とそ
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　　　の兄弟たち］の記念。ヨハネによる福音第138節。］
　ロ）　Inc　V，　Jl5．17，16．2
1．25，26には章飾りありと注する。日付けの表現にも注意。1．　30に〈HIIIH
Bb　CO（B）FnO　BC”HllB　nbNH＞［パスハの後の第3土曜日［の条］を捜
せ。］とあり，synaxarion部分のNo　15，1．　12～15にJ15．17－18，16．2のペリ
コペーが記されてある（Dogも本条のペリコペーをJ15．17－16．2とする）。
ただしIncは本条でのVに対し，そこではIIを用いる。
77）　8月6日（165．31～166．26）
　イ）　MHA　TO　S。B▼nPBOBPA｝KCHMC　TNC／CBA（r）窃MA（e）
　　　rJIA（B）POB［同じ月の6日。主の変容。マタイによる福音第172
　　　節。］
　ロ）　Inc　I，　Mt17．1－9
0strの該所（284B）に〈POS＞（＝176）とあるのは誤りである。〈172＞が
正しい。Garも訂正する。
78）　8月［15日］（166．26～167。1）
　イ）　M（H）A＿／．．．BHA　cBAN（r）di　Jloy（K）rJIA（B）PKB［同じ
　　　月の…。神の母の…。ルカによる福音第122節。］
　ロ）　Inc　I，　LlO．38，11．28
0strの該所（2866）に〈HP’BCTABJICNV［C　CT’BK　BUK．〉［聖なる神の母の
昇天。］とあるから，1．26末から1．27の冒頭にかけ〈nP’1＞CTABJICNI，IC
CT7BH＞に類する語句が書かれていたと思われる。よって〈8月15日〉と
日付けを判ずる。
79）　8月25日（167．1～6）
　イ）　M（C）UA　TO（r）B’1，　K　C　HA（M）CTFO　AnJIA　TI，ITA　Oy－／
　　　qCNHKA　CTrO　AHOCTOJIA　HABCJIA／CBAN（F）冨MA（6）
　　　mA（B）KB［同じ月の25日に。聖なる使徒パウロの弟子［にして］
　　　聖なる使徒ティトスの記念。マタイによる福音第22節。］
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　　ロ）　PCqC　CBOHMb　OyqCNHKOMb・，Mt5．14，19
Am　Noは〈32＞が正しい。1．　6にくH（HI）CI　CCnTABPB。〉［9月15日
［の条を］捜せ。］とある。同条はNo　l24。ただしMt5．14－19のペリコペー
はNo　118の1．　15～No　ll9の1．　12にフルに出ており，1．14に〈冨MA（e）
rJIA（B）五B＞のごとく＜32＞節とあり，かつlncはIIである（本条Inc
はIIの変形）。
80）　［8月29日］（167．7～168．29）
　　イ）＿oyCbKHOBCNHC［…断首。］
　　ロ）　Inc　I，　Mr6．14－30
0strの〈8月29日〉の条（286B～）にくOYC’E，｝CNOBCNHC　CTAArO
HOANA　HP皿qA　M　KPLCTHTCJ1正A・：・∈CB（r）．　OTT）MAPKA．　rJIA（B）．
豆・：・〉［先駆者かつ洗礼者［であるコ聖なるヨハネの断首。マルコによる福
音第57節。コとあり，286rから2886迄，　J6．14－30のペリコペー全文を載せ
る。よってVPの1．　7にもこれに類する語句が書かれていたであろう。　Ostr
のAmNoは正しい。
81）　8月31日（169．1～7）
　　イ）　1～4HA　TO　BI）JI　A　HOJIO｝KCNPIre　qbCTBNArO　nOIACA／CTT）IA
　　　BrOPOIItallAi　fiAMATb　CTOYIO　OllK）／AJICKCANπPA　MOANA。
　　　cBANI「cJIHc　di　”oYKBI　rJIA（B）cKc［同じ月の31日に。聖な
　　　る神の母の清き腰帯の安置。聖なる［ふたりの］師父アレクサンドロ
　　　スとイオアンネスの記念。ルカによる福音第225節。］
　　ロ）　Inc　I，　L19．1，10
1．　6末から7にかけて〈nO　CCrO／八bNC‡nAMA（T）L。・。つ。。。つ。。。。。。〉
［この日迄記念。］とあり，次に1．　8，9に章飾りがあって別内容となるため，
以上でmenologionが終了することをこの句と飾りは示すか。
　以下No　169からNo　186迄，聖金曜に関する聖務でのペリコペーを掲載
する。よってこれ迄の通し番号にさらに子番号を付して記述する。まず，
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Nol69の1．　8，9には章飾りがあると注され，その下に次のようにある。
　　BT）CTT）H［IATT）KT）CBANrCJIHIA≡NA．．．Oy－／TPBNHHi　qbTCNICIA
　　（D　cTPAcTcx［E，／lcoYxBAx［E・［聖なる金曜日に。…朝課のための福音。
　　イエス・キリストの受難についての読諦。］
〈福音〉〈受難〉ともに複数形である。つまり以下では諸福音の記事に従い，
イエス・キリストの諸もろの受難がひとつのまとまりある〈受難物語〉とし
て語られるわけである。VPでは第8の受難までが残存する。
82－1）第1の福音（169．13～175．20，176．1～26）
　イ）　A・nPBCTAA　M吊KA　ICOyXBA　CTArO　CBANrC∫lmA／［…］／
　　　［…］／NAqAnO　CTPACTH　AJIHJIOylA［第1。聖なる福音の，イエ
　　　ス・キリストのいとも聖なる苦しみ。受難の始め。ハレルヤ。］
　ロ）　Incナシ，　J13．31－38，14．1－31，15．1－16，16．2－12，16．15，23－33
この条はNo　169からNo　176迄延々と続くが，恐らくNo　174とNo　175の
間に1葉の欠落があり，そこにはJ15．17－16．2前半が書かれていたのではな
いかと考えられる。No　174，1．　14，15は不読である。又，　No　175の下部分
（1．21以下か）は，ちぎれていると注にある。この部分にはJ16．12後半から
同14迄（？）書かれていたのではないか。これがNo　176に続くと考える
が，その1．1に〈HBb　A。llC（N）ΨANO　NA　Z　NC（A）OTI）HOJIOy　HO
BCJInHもnbNH：。つ〉［又，1日に。パスハの後の第7の日曜日［の条の］
半ばから書かれてあり。］と指示がある。これは恐らくJ16．15から同22迄
のペリコペーが存在する場所を指示するものと考えられるが，パスハ後第7
日曜日の条はVPのsynaxarionにはなく，又menologionにも不在である。
さらに〈HBLA。nc（N）〉の意味するところが筆者には不明である（なお
Ostrのsynaxarion，パスハ後第7週水曜日の条（506～51a）にJ16．15－23の
ペリコペーを記載する）。J16．15のAm　Noは148。又，　J13．31のAm　Noは
125。
82－2）　［第2の福音］（176．29～178．29）
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　イ）ナシ
　ロ）　IncI，　J17．1－23
1．27，28は不読。Incが大文字で始まるなどのことから〈第2の福音〉と推
定する。J17．1のAm　Noは153。
82－3）　［第3の福音］（179，1～180．7）
　イ）ナシ
　ロ）　？，Mt26，63－75
No　l78と179の間には欠落の葉があったと推定される。そこには前葉No
178から続いてJ17．23後半から，同26迄が書かれ，次に第3の福音のペリ
コペーの始めの部分，すなわちMt26．57から同前半迄が書かれていたので
はないか。Mt26．57のAm　Noは306。　Incの存否・型ともに不明。なお
Ostrの〈第3の福音〉もペリコペーをMt26．57－75とし，（179a～1816），
Incは1である。
82－4）第4の福音（180．8～183．12）
　イ）πCBANrCJImC冨HOANNA　rJIA（B）POS・：・［第4の福音，ヨ
　　　ハネによる，第176節。］
　ロ）　　Inc　I，　J18．28－40，　19．1－16
0strも当該条（1816－185B）のペリコペーはVPと同一。
82－5）第5の福音（183．13～184．29）
　イ）CCBANrCJIHC冨MATもA　FJIA（B）TeH：・：［第5の福音，
　　　マタイによる，第3［？］節。］
　ロ）　Inc　I，　Mt27．3－22
注に1．　13の〈TeH＞は＜Tel＞のかわりとある。よって〈319＞。　Ostrの
当該条（184r～187B）はペリコペーをMt27．3－32とする（次条参照）。
82－6）　［第6の福音］（185．1～3）
　イ）　？
　ロ）　？，Mr15．31－32
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No　184と185の間には1葉の欠落があったと推定される。初めには，　No
184末のMt2722の続きから同25迄（Mar，　J2725末に〈・：・〉あり），つい
で〈第6の福音〉としてMr15．16から同31の前半迄書かれていたか。とす
れば，行数がたらなくなってしまい，ペリコペーはもう少し小さく推定しな
ければならない。Ostrの当該条には〈S＞とありAm　Noはマルコの〈CZ＞
（＝207）と指定され，Mr15．16－32のペリコペーを有する（187r～189a）。
82－7）第7の福音（185．4～186．20）
　イ）　ζCBANFCJIHC冨MA6TもA　rJIA（B）TJI　B［第7の福音，マタ
　　　イによる，第332節。］
　ロ）　Inc　I，　Mt27．33－54
No　186の1．21～24は不読。1．20末はMt27．54の冒頭部分ゆえ，同verse末
迄が1．21以下に書かれていたであろう。Ostrの当該条（1896～1916）には
Mt27．33－54のペリコペーが記載されている。
82－8）第8の福音（186．24～25）
　イ）HCBANrCJIHC冨MA6TもA　rJIA（B）TZI［第8の福音，マタ
　　　イによる，第317節。］
　ロ）Inc　l，？
Am　No・317はMt27．1である。1．25のInc以下は〈＿〉，1．26以下は不読で，
この葉No　186でVPは終わっている。それ以下の葉は欠落ということにな
る。なお，Ostrの〈第8の福音〉はAm　Noがルカの＜317＞，ペリコペー
はL23．32－49である（1916～192r）。物語の時間的経過から，　VPのMt27．1
のペリコペーがこの位置に入ってくることは不自然であり，恐らくはOstr
の〈ルカ第317節〉が正しく，VPはこれを誤った可能性がある。ただし
Inc以下〈＿〉ゆえ証明不可である。なお，　Ostrは〈第12の福音〉まで有
し，さらに聖金曜日に関する記事を続ける。VPも同様の内容を有していた
と考えられるが，上述した如く，No　186以降は散逸してしまっており，不
明とするほかない。
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4．Ostrとの比較一覧
　前節で得た推定も含めた日付け・Am　No・ペリコペーのみを列挙し，
Ostrと単純に比較してみたい。その際OstrについてはGarの一覧表（12）に
従う。左欄にVPでの日付け・Am　No・実際のペリコペーを並記し，これ
に対して右欄ではOstrにおける対応する各項目が一致するか否かをみる。
原則として一致は○，不一致は×，一部一致する場合は△，判定が不可能な
場合は一で，それぞれ示す。ただし各項目で，次の点で留意されたい。日付
けの項では，その日付けの存否を問う。Am　Noの項では，一致を問う。ペ
リコペーの項では基本的に一致を問うが，VPが不完本であること，すなわ
ち脱落および不読個所が多いという事情と，さらに一部散見するOstrでの
ペリコペーの指示の不明瞭さから，総合的に判定した。ここで問題となるの
は推定を含んで○とした場合と，．ほんの一部分の差を重視して△とした場合
とがある点で，異論が入りこむ余地のあることは言うを侯たない。しかし，
全体の大きな傾向をみるという立場にたって，これを諒とされたい。なお，
［コは従前通り推定を示す。Menologionの比較一覧をA，〈12の福音〉の
比較をBとして，次に掲げる。備考は最小限にとどめた。
A
Ostr 備VP 日付け Am　Noペリコペー 考
9月1日　　　　　Ll8　　　　　　L4．16，20－22
? ?
○
1日　　　　Mt23　　　　Mt4．25，5．1－12○ ○ 0
2日　　　　　　　Jl32　　　　　　　Jl5．1，7 0 ? △
2日　　　　Mt　32　　　　Mt5．14－19
? ?
○
3日　　　　　　J79［89］　　　　　JlO．9－16
?
○ ○
5日　　　　Mt238　　　　Mt23．29，38
? ?
○
6日　　　　　　　J92　　　　　　　　J10．22－30
? ?
△
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??
????
＊7
＊8
＊9
＊10
＊11
??????????????????????
△
?????????
?? ????????????????
?
??
?? ????
????
?? ?????
　　　　8日
　　　　9日
十字架称讃前土曜
十字架称讃前日曜
9月15日
　　　16日
　　　17日
　　　20日
　　　24日
　　　26日
10月11日
　　　25日
　　　26日
　　　30日
ll月1日
　　　　6日
　　　　7日
　　　　8日
　　　11日
　　　13日
　　　14日
　　　16日
　　　　？日
　　　　？日
　　　20日
12月5日
　　　　6日
　　　　？日
　　　14日
キリスト降誕前日曜
　　　18日
　　　20日
　　　23日
　　　24日
　　　25日
　　　26日
主の顕現前日曜
L122
L79
Mtg6
?
［Mt32］
L74
L96
L250
［Mt268］
L83
L45
Jl35
Ll42
J89
Mt79
L196
L142［145］
Mr38
J138
J79［89］
J18
Mt71
?
［Mtll1］
?
［Mt69］
Mtl
［Mt166］
Mtg4［Mr94］
J92
［Ll］
Mt4
Mt6
Mrl
L10．38－42，1L27－28
L8．16－21
MtlO．37，42?
Mt5，14，19
L7．36－41，47－50
L9．23－27
L21．12
Mt25．4－13
L8，22－23
L6ユ7－23
J15．17，　16．2
L12．2－12
J109，　16
Mt10．1，5－8
L16．19－22，25－26，30－31
Ll2．2，12
Mr4．3－9
J15．17，　16．2
JlO．9，　16
J1．44－52
Mtg．9，13
?
Mtl1．29
?
Mt8．23－27
Mt1．1－25
Mt16ユ3－19
Mr9．33－41
J10．22，　28
L2．1－20
Mt2．1－12
Mt2ユ3－23
Mrl．1－8
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［備考］
??????????????? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??〈Sa．　A．　Ex．〉が相当するとみる。
〈So．　a．　Ex．〉が相当するとみる。
日付けは〈18－20．Sept．〉ゆえ△とする。
日付けは〈20－24．Sept．〉ゆえ△。
日付けは〈25－26．Sept．〉ゆえ△。
日付けは〈9－11，0kt．〉〈（11，0kt．）〉とたてるゆえ△。
日付けに〈6．Nov．〉，〈（6．　Nov．）〉の2項をたてるが，前者に合致するとみる。
OstrのペリコペーはくMt11，27－30＞とあり，　VPはMt1L29を含むペリコペーとみて△。
〈So．　a，　Nat．〉
〈25，（24．）Dez．〉
〈So．　a．　Ep．＞
OstrのAm　No〈Jo（89）〉。前節の46）を参照せよ。
〈Sa，　a．　Ep．＞
Ostrの〈2．　Jan．〉はくLk　6＞でくLk3，1－18＞とあるが，　VPの日付けを重視する。
VPの日付けを1月6日とみなす。
Ostrは次の1項のみ。2項たてず。
〈25．Marz＞をこの日付けとみなす。
Ostr日付け2項あり。前者と合致。
Ostrは日付けを2項たてるが，いずれの内容も合致せず。
Ostrは日付け〈6．　Aug，　Mat．〉と〈（6．　Aug．）〉の2項をたてるが，後者に合致するとみる。
次の一覧表Bも比較の方法はAと同様である。ただし右欄第1項は表題
とする。
B
OstrVP 表題 Am　Noペリコペー
第1の福音　［Jl25］　　　　Jl3．31－38，14．1－31，15．1－16，? ○ △
16．2－12，　16．15，23－33
第2の福音　［J153］　　　　Jl7．1－23 ○ × ×
第3の福音　［Mt306］　　　Mt26．63－75 ○ ○ ○
第4の福音　［J176］　　　　J18．28－40，19．1－16 ○ ○ ○
第5の福音　［Mt319］　　　Mt27．3－22
?
○ △
第6の福音　［Mr207］　　　Mr15．31－32 ○ ○ △
第7の福音　Mt332　　　　Mt27．33－54 ○ ○ ○
第8の福音　Mt317［L317］ ○ ○ 一
本節での小さなまとめとして，次のように言うことができる。
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1）Aについては，menologionという性質上当然のことながら，　VPと
　Ostrの間には小異が存在する。特に9月26日～10月6日にペリコペー
　で明確な異なりを示す。
2）Bについても，VPとOstrの間には小異が存する。特に〈第2の福
　音〉でのペリコペーの異なりが目立つ。
5．SとZとZ
　VPに用いられているこれら3文字につき，述べておきたい。ただし，あ
くまで刊本テクストに依拠していることを改めてことわっておく。今，
menologionに限定するが，この3文字については次のように言うことがで
きる。
　1）　Sは，もっぱら数字の〈6＞を表わす場合に用いられる。
　2）Sのヴァリアント竃は，語の綴りにのみ現われる。
　3）Zは，数字の表記および語の綴りの両面に現われる。ただし前者の場
　　合，通常通りく7＞を表わすのみならず，時に〈6＞をも表わすケースが
　　ある。
元来，［dz］を表わすグラゴル文字の転写に充てられるキリル文字のSは，
［dz］が早い時代に［z］に転移したため，3あるいはZ（ともに［z］）の文
字にとってかわられた。よってキリル文字Sは，もっぱら数字を表記する
場合のみ用いられるとされる。VPもこの例外ではない。
　Sが数字を表わす例は次の通りである。（）内に出現個所を示す。
　　S（132．17，137．15，145．28，157．27，165．31）
　　IS　（136．6，165．12）
　　KS（145．27）
　　HS（155．16）
　　pqs（132．18）
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　　P≧S（158ユ1）
　　POS（180．8）
　Sのヴァリアント冬は，キュリロス・メトディオス期に遡るとされる11
世紀ブルガリアのアプラコスであるSavには用いられていないという。し
かしながら，VPでは次に示すごとく語の綴りにおいて，あたかも語源の記
憶が保持されているかのような例が散見する（ここではsynaxarion部分で
の出現個所も示す）。
　　NOZ’E，（97．18，124．21），　ZBSZnA（145．12），1（iB「E）Zl［1［E）1（94．28），ζもJIO
　　（11．4，70．10，111．8，145．17，166．18），nPOyZH（13）（174．18），　MNOZもXb
　　（159．5）
ただし，145．17の〈ζh∫IO＞は〈ZB”O＞かもしれないとの注を有する。
［dz］からすでに［z］へと転移していることを反映する例かもしれない。
　問題は上記3）のうち，Zが通常に反して〈6＞を表示する場合である。
［dz］から［z］への音の転移と平行し，文字SとZが混同されてかかる事
態が生じたと推察される（cf．183．13の注〈T　6　M　BM，　T　el＞）。　Zを＜6＞と
読まざるをえないと判定する際の基準は，他本でのカレンダー部分の日付け
表記と祝祭対象，さらにAm　Noと実際のペリコペーとの照合である。　VP
のmenologionにおいて，　Zを〈6＞と読む個所は次の通りである。
　　Z　（＝6）　（120．12），　Z　（＝6）　（150．13）
　　ZI　（＝16）　（124．9）
　　qζ　（＝96）　（126．5）
　　KZ　（＝26）　（130．8，　158．4）
6．むすびとして
　以上VPのmenologionの特にカレンダー部分が実際にどうであるかを
読みとき，検討してきた。VPがパリンプセストであること，さらに欠葉や
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現存する葉であっても多くのcorruptionを含むという二重・三重の悪条件
があるものの，推察も含あて一応の全体像をとらえ得たと考える。本稿では
次の点を明らかにした。
　1）Menologionにおいて81のカレンダー項目を，〈12の福音〉において
　　8つの項目を確認した。
　2）Ostrとの間に差異が存在することを確認した。
　3）　カレンダー部分の日付け・祝祭対象・Incの型・Am　No・ペリコペー
　　等を詳細に検討すると，VPのmenologionには第一に少数の誤認が存
　　在すること，第二に記事が時に簡潔すぎ，時にまとまりがないという不
　　統一性が存することを感じる。すなわち，VPのmenologionはブルガ
　　リアないしマケドニアにおけるmenologion編集の完成への流れにあっ
　　て，整理・改新をも含あてその途上の作品であった可能性を推察せしめ
　　る（14）。
以上が主な事柄であるが，さらに細かな諸点をあげれば次のようである。
　4）　文字S・ζ・Zの混用が存在する。
　5）Incは，通常の型以外，別形や省略・付加，さらにIncを重ねて用い
　　るなど多様であり，未整理の感を抱かしめる。
　6）Jl4．11のフレーズ中，　VPには〈B’1・〉の代替として〈0＞を用いる異
　　文を掲載する。
　7）数個所のAmNoに明確な誤りが存する。単にキリル文字とグラゴル
　　文字の誤認によるもののほか，Ostrと共通して誤るものが存する。後
　　者は祖本からの伝統的な誤りを引き継ぐものかも知れない。
　8）Dogramad2ievaの記述と，意見を異にするケースがほんの少数存在
　　した。
上記の諸点は，他のカノン・テクスト，特にアプラコスであるAss・Sav
は無論，Ostr以外のArch等ロシア写本，ブルガリア写本との比較・検討
により，いっそう論じられなければならない。これは他日を期す。VPの
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synaxarion，ペリコペーのテクスト自体についても同様である。ただし，
VPの刊行テクストについては大きな制約が存在することを，ここで再び述
べておかなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　注
（1）　筆者らのこれ迄の研究については次を参照されたい。岩井憲幸・服部文昭
　　「古代教会スラブ語の地方的変種から古代ロシア文語の萌芽にかかわる研究
　　一「アルハンゲリスク福音書」を中心として」（平成7年度～平成9年度科学
　　研究費補助金（基盤研究（c）（2））研究成果報告書），1998年3月；同上「古代
　　ロシア文語の萌芽期における特性の研究一「アルハンゲリスク福音書」を中
　　心として」（平成10年度～平成13年度同上），2002年3月；同上「古代ロシ
　　ア文語萌芽期の第二段階におけるハイブリッド性の多様さと重層性について」
　　（平成14年度～平成17年度同上），2006年3月；同上「古代ロシア文語萌芽
　　期の最終期における言語特性について」（平成18年度～平成21年度科学研究
　　費補助金（基盤研究（c））研究成果報告書），2010年3月。
（2）　この写本の重要性については次を見よ。千野栄一〈ヴァチカン・パリンプセ
　　スト・キリール・アプラコス〉，「窓」106，ナウカ，1998年9月。
（3）KpbcTaHoBの論文（参考文献C8）に2葉の写真が掲載されていて，パリン
　　プセストの状況の一端がうかがえる。
（4）詳細についてはKpbcTaHoB，1983（参考文献C8）等を見よ。
（5）VPの最後部に〈12の福音〉が位置することの特異性については次を見よ。
　　服部文昭〈『オストロミール福音書』，「アルハンゲリスク福音書』，『ムスチス
　　ラフ福音書』一古代ロシア文語萌芽期における位置づけ一〉（上掲科研費報
　　告書所収，2010年3月）。
（6）以下OCSおよびslavonからの表記は主にロシア文字大文字を用いて行な
　　うこととする。
（7）Tischendorfの第8版（参考文献A7）による。
（8）千野上掲論文参照。またHoralek（参考文献C9）pp．81～82参照。
（9）Praxapostolus　Achridanus．12世紀ブルガリアのキリル文字文献。
（10）　参照：岩井憲幸〈『オストロミール福音書』における前置詞o／obについ
　　て一その用法をあぐって〉，「ロシヤ語ロシヤ文学研究」13，日本ロシア文学
　　会，1981年10月。
（11）EBaHre”He　oT　MoaHHa　B　c”aB朋cKoX　TpanHllMH（参考文献A8）にも異読の
　　記載なし。ブルガリアのSav，　Vrac，　Dobr§，　Banもすべて〈Blb＞。　Horalek
　　（参考文献C9）にJl4．11の言及なし。
（12）Garの書（参考文献C4）pp．　483～508．
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（13）　Schaeken（参考文献B3）p．164は単にく丑POy3M＞と〈3＞で引用する。
（14）　注5服部論文参照。
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